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2018年度 第３四半期の連結業績です。

売上収益は、
1,781億円となり、前年からマイナス5.1％、96億円の減収となりました。
こちらの96億円の中には、IFRS第15号の適⽤に伴う会計処理の改定による
影響額マイナス14億を含んでおります。

事業セグメント利益は、221億円となり、
前年からマイナス1.6％、4億円の減益となりました。

次に、営業利益は、236億円となり、
前年からプラス8.５％、18億円の増益となりました。
為替予約の評価損益が昨年度はマイナス7億だったのが、
今年度はプラス11億へと改善したことが、主な要因です。

以上により、親会社の所有者に帰属する四半期利益は、11.1％増の
180億円となりました。
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セグメントごとのまとめです。ポイントのみ説明させていただきます。

売上収益に関しては、
P&S事業は実質プラス、マシナリー事業は今回は産業機器の影響で⼤幅減収、
ドミノは堅調に増加しております。

利益⾯での⼤きな変化としては、プラス⽅向ではP&H事業、マイナス⽅向では
マシナリー事業となります。
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事業セグメント利益増減要因の主な要素を説明します。

まず売上増減・構成差の プラス11億円ですが、
P&S事業、P&H事業、ドミノ事業が それぞれ10億強のプラス、
マシナリー事業が20億強のマイナスとなっています。

価格が変動したことによる 利益へのプラス11億円の影響は、
ほぼP&S事業におけるものです。

為替影響のマイナス12億円ですが、通貨ごとの内訳は、ユーロがマイナス７億、
ドル・ポンドの影響はほとんどなく、その他通貨が マイナス4億となります。

次に販管費が増加したことによる 利益の減少要因の18億円は、
P&S事業が半分強、残りはほぼドミノ事業によるものです。

研究開発費が減少したことによる利益の増加要因７億円は、⼤半が
P&S事業です。

これらにより、第３四半期の事業セグメント利益は 前年⽐マイナス3億円の221億
円となりました。
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業績予想についてです。

ご覧のとおり、今回は前回から⾒通しを変更しておりません。
為替前提も前回通りのままで、変更はございません。

第３四半期の各事業の進捗状況は、利益については堅調に推移し
ており、第２四半期時点からの事業環境認識に⼤きな変化は
ありません。

なお、マシナリーの中国事業の減速リスクは 第２四半期時点で実
施した業績予想の⾒直しに織り込んでおります。
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P＆S事業です。
第３四半期の前年との⽐較ですが、P&S事業の第３四半期の売上収益は
1,087億円で、現地通貨ベースでは、対前年でプラス１.９％で、微増となりました。

通信・プリンティング機器の 売上収益は961億円で、
現地通貨ベースでは対前年でプラス1.2％で、微増となりました。

モノクロレーザープリンターは、OEM案件の減少により、前年に⽐べ全体での売上は減少したもののOEM
を含まないブラザーブランドベースでは、主にSOHO市場向けのモノクロレーザー製品が
グローバルで堅調に推移しました。なお、第３四半期における⽇本の売上収益が、対前年で
マイナス12％となっていますが、これはOEMの減少によるものです。

インクジェットでは、第１四半期より新モデルを投⼊した 「新興国向け⼤容量タンクモデル」 も計画を
上回るペースで進捗しています。
また、第２四半期より先進国向けに投⼊した 「サブタンク付きの⼤容量カートリッジモデル」 は、国内
で「ファーストタンクモデル」として、好調に推移し、計画を⼤きく上振れています。

消耗品についても、前年⽐ではほぼ伸びはないものの、堅調に推移しております。
エンジンごとの伸び率の内訳は、13ページに記載しておりますのでご覧ください。

電⼦⽂具の売上収益は126億円で、現地通貨ベースでは対前年で6.9％の増収となりました。
ピータッチの本体・消耗品の販売が、欧⽶を中⼼にグローバルで堅調に推移したほか、
モバイルプリンターを中⼼とするソリューション事業も、⽶国、⽇本で堅調でした。

利益については、事業セグメント利益は166億円、伸び率では6.4％の増益となりました。
また営業利益については177億円、伸び率では18.0％の増益となりました。
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P&H事業です。

第３四半期の売上収益は141億円、現地通貨ベースの伸び率では、6.0％の増収
となりました。

⽶国で8⽉より発売を開始した 最⾼級刺繍ミシンが⼤ヒットし、
地域別では、⽶州が、現地通貨ベースの伸び率で、プラス12.9%となっています。

利益⾯でも、最⾼級刺繍ミシンの効果もあり、
事業セグメント利益は前年の約2倍となる23億円、営業利益は前年の約2.5倍とな
る25億円と⼤幅な増益となりました。
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マシナリー事業です。
第３四半期の売上収益は、マシナリー事業全体で225億。
現地通貨ベースの対前年で マイナス25.5％の減収となりました。
ほぼすべてが、産業機器での需要減による影響です。

売上収益の内訳は、⼯業⽤ミシンが87億円、産業機器が88億円、
⼯業⽤部品が50億円となりました。

⼯業⽤ミシンは、中国での堅調が続いていることに加え、
「ガーメントプリンター」も 欧⽶を中⼼に堅調に推移しており、業績に貢献しております。

産業機器は、⾃動⾞・⼀般機械関連は、国内向けは堅調に推移したものの、
中国での需要が低迷しました。加えてIT関連の需要がなくなったことにより、
⼤幅な減収となりました。

⼯業⽤部品は、減速機が物流向け中⼼に堅調に推移しました。

事業セグメント利益は、産業機器の減収の影響が⼤きく、
事業全体で17億、対前年では マイナス55.5％の⼤幅な減益となりました。
営業利益は、17億、対前年では マイナス54.7％の減益となりました。

マシナリー事業の地域別の状況は1６ページをご覧ください。
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ネットワーク・アンド・コンテンツ事業です。

第３四半期の売上収益は、124億円、前年⽐マイナス5.5％の減収と
なりました。

昨年発売した新モデル 「JOYSOUND MAX2」の需要が⼀巡したことに加え、
売買取引が中⼼であった昨年度と⽐較して、今年度はレンタルでの取引が増加してい
ることもあり、減収となりました。

事業セグメント利益は7億円、
対前年では マイナス38.3％の減益となっています。
営業利益は7億円、
対前年では マイナス35.6％の減益となっております。
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ドミノ事業です。

売上収益は178億円となり、ポンドベースの伸び率では前年⽐プラス9.1％の
増収となりました。

地域別では、⽶州・欧州を中⼼にグローバルで堅調に推移し、増収となっています。

利益については、事業セグメント利益が６億円、前年⽐１億円の減益となっていま
すが、これは、販管費、および開発費の増加などによるものです。

なお対前年では減益ではありますが、社内計画に対しては概ね想定どおりの
⽔準です。

営業利益は9億円、ほぼ前年並みとなりました。
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